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					このページは校正済みです
兩將軍、先鋒の戰酣（たけなは）なるを聞き、中軍を
以（ゐ）て之に繼がんと欲す。而して
㨗報（せふはう）
累（しきり）に
至り、首虜︀を馬前に
効（いた）す。日已に暮る。前將軍は千塚︀原
千塚︀（ちづか）に
次（じ）し、將軍は道明寺道明寺に次
す。令を下して曰く、「
詰朝（くつてう）、城を攻めん。先鋒は戰ひ
疲（つか）る。當に他軍を以て之に

易（か）ふべし」と。忠輝、忠直、みな逗留を以て旨を失ふ。本多成重、忠直の命を以
て來り
禀（まを）して曰く、「明日の戰、越前兵越前の兵は何れに陣するや」と。前將軍
罵（ののし）りて曰
く、「
惰夫（だふ）
晏起（あんき）して事に
逮（およ）ばず。
尙（なほ）何を言ふか」と。成重等、
惴恐（ずゐきよう）して還り報ず。
且曰く、「君努力せよ」と。忠直乃其士に
徇（とな）へて曰く、「明日我れ先登せずば、則先
死せん。死を
怖（おそ）るゝ者︀は此より去れ」と。小笠原秀政小笠原秀政も亦、監軍に
誤（あや）まらるゝを
恨む。本多忠朝出雲守本多
忠朝（たゞとも）は、其戚屬なり。秀政、夜、往きて之に
見（まみ）えて曰く、「明日
吾れ尺前ありて寸
郤（ぎやく）無けん」と。忠朝曰く、「子は我が心を得たり」と。初め忠朝
の父忠勝
忠勝（たゞかつ）、死に臨み、長子
忠政（たゞまさ）に
囑（しよく）して、
遺財（ゐざい）を忠朝に分つ。忠朝曰く、「宗家は
費用多し。吾れ已に分地を辱くす。敢て受けず」と。忠政固く之を
予（あた）ふ。忠朝曰
く、「
且（しばらく）之を兄氏に
寘（お）きて、以て我が
需（もとめ）を
竢（ま）て」と。役に及びて、忠政、これを問
ふ。答へて曰く、「旣に之を辨ず」と。大阪に在るに及びて其營處の
沮澤（そたく）多きを
病（うれ）
へ、之を易へんと請ふ。前將軍曰く、「
乃父（だいふ）は戰を爲すに、未だ甞て險易を問はず
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